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第九次福井市総合計画審議会 専門部会 第１部会（第１回） 

 

■開催日時：令和７年８月４日（月）15:00～17：00 

 

■開催場所：福井市役所 本館８階 第８会議室ＡＢ 

 

■出席者：別紙のとおり 

 

■会議内容 

１．開会 

○司  会 

 それでは、定刻となりましたので、ただいまより福井市総合計画審議会専門部会第１部会の１回目

の会合を開催いたします。 

 初めに、福井市市民憲章の唱和を行いますので、恐れ入りますがご起立願います。 

 市民憲章は、お手元に配付しております会議次第の２枚目にございますので、ご参照ください。私が

前文を朗読しますので、引き続き１番からご唱和をお願いいたします。 

（福井市市民憲章唱和） 

○司  会 

 ありがとうございました。どうぞご着席ください。 

 委員の皆様方におかれましては、公私ともにご多忙のところをご出席賜り誠にありがとうございま

す。 

 なお、本日、金木委員はご欠席の連絡をいただいておりますので、ご報告させていただきます。 

 

２．あいさつ 

○司  会 

 それでは、開会に当たりまして、総合政策課長からご挨拶を申し上げます。 

○総合政策課長 

審議会委員の皆様におかれましては、公私ともお忙しいところご出席いただき、ありがとうございま

す。 

 本日からの部会では、委員の皆様方に第九次福井市総合計画について分野ごとに執行審議して

いただくことになります。全体会でも申し上げましたが、今回の総合計画は、委員の皆様をはじめとし

まして、これまで以上に多くの市民の方々の意見を取り入れながら市民と共につくり上げていく計画

にしたいと考えております。委員の皆様がそれぞれのお立場から活発な意見交換をすることで、本市

の明るい未来に向けた計画になるものと考えております。本日はよろしくお願いします。 

○司  会 

 続きまして、三寺部会長からご挨拶をいただきたいと存じます。よろしくお願いいたします。 

○部会長 

 皆さん、こんにちは。福井工業大学の三寺と申します。 

 前回の第八次総合計画から委員として実は参画させていただいているんですけれども、今回もとい

うことで再びよろしくお願いいたしますということと、あれからたった４年しか実はたってはいないんで

すけれども、コロナ禍を経て、そして新幹線福井敦賀駅開業ということもあり、またインフラの整備も進
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んで、まちなかの風景ががらりと変わりました。たくさん新しい風が吹き込んでいるところなんですけ

れども、我々のこの専門部会は分野１のまちと、非常に責任がある部会かなというふうに思っておりま

す。未来の福井の要になってくる部分だと思いますが、皆さんにもご負担をおかけしますけれども、何

とぞよろしくお願いいたします。 

 一方で、先ほど課長のほうからお話がありましたけれども、前回の策定時には行っていないまちの

使い手を巻き込んだワークショップ、これは非常に面白い取組だなというふうに思っておりまして、私

自身も実はわくわくしております。委員の皆様には、それぞれのお立場から忌憚のないご意見をいた

だきたいですし、あと建設的なご意見をいただければというふうに思っております。何とぞよろしくお願

いいたします。 

 

３．委員自己紹介（略） 

 

４．副部会長の指名について 

○司  会 

 それでは、引き続き副部会長の指名に移ります。 

 福井市総合計画審議会設置条例では、副部会長はあらかじめ部会長が指名することとされており

ますので、三寺部会長に副部会長の指名をお願いしたいと存じます。 

○部会長 

 それでは、条例に基づきまして、副部会長を指名させていただきたいと思います。 

 前田委員に副部会長をお願いできますでしょうか。 

○委員 

 はい、お願いします。 

○部会長 

 ご承諾いただきましてありがとうございます。 

○司  会 

 それでは、以後の進行は三寺部会長にお願いしたいと存じます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

５．議事 

○部会長 

 それでは、よろしくお願いいたします。 

 ただいまから議事に移りたいと思います。 

 まず、資料５をご覧ください。 

 この第１部会では、分野１、まちの政策及び施策について審議いたします。 

 第１部会で審議をするのは、政策１、公共交通に関する政策、そして政策２、まちなかに関する政策、

そして政策３、生活インフラに関する政策、そして政策４、防災・減災に関する政策、以上の４つになり

ます。 

 そして、部会の進め方なんですけれども、先日の全体会、私のほうは出席できなかったんですが、事

務局から説明があったとおり、全３回の専門部会のうち、まず第１回目は原案として示された政策を

基に委員の皆様からご意見を伺います。そして、第２回なんですけれども、第１回までの意見を基に

作成された施策についてご意見を伺い、そして第３回、最後、こちらで各委員会からのご意見の踏ま

えた修正内容について確認をいただきたくといった流れで進めていきたいというふうに思っておりま

す。 
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 先日の全体会のほうでも本部会の内容に関わる意見なども多々あったかと思いますので、そのよう

な意見も参考にしながら審議をいただけたらというふうに思います。 

 そして、本日の資料にも、これまで事務局が実施してきた意見交換会、こういったものをたくさんされ

てきたということなんですが、ここから出てきた意見であるとか、社会情勢の変化を踏まえて設定した

キーワードなど、こちらをお示しいただいているようですので、参考にしながら進めていきたいというふ

うに思っております。 

 なお、審議に当たっては、委員からのご意見をできるだけ多くいただきたいと思っておりますので、事

務局からの説明は簡潔にお願いいたします。 

 

（１）政策１「公共交通に関する政策」について 

○部会長 

 それでは、本日の審議を始めます。 

 事務局のほう、説明をよろしくお願いいたします。 

○事務局 

 それでは、政策１について説明をさせていただきます。 

 「公共交通に関する政策」の説明をさせていただきます。 

 資料６－１、１ページをお願いします。 

 まずは、現状、課題についてご説明いたします。 

 北陸新幹線の福井開業により、市民だけなく観光客にも利用しやすい地域鉄道や路線バスといっ

た二次交通の充実が求められています。しかし、公共交通を支える運転士が不足しており、持続可能

な交通手段への転換を図る必要があります。 

 また、ＭａａＳやキャッシュレス決済の導入といったデジタル技術を活用した利便性の向上、シェアサ

イクルふくチャリと連携した回遊性の向上を図る必要があります。 

 次に、参考資料３、現状データ集をご覧ください。 

 12ページ、鉄道、バスの輸送人員ですが、令和２年度はコロナ禍の影響により大きく減少しました

が、３年度以降は鉄道、バスともに回復傾向にあります。 

 14ページ、すまいるバスの運行状況をご覧ください。 

 北陸新幹線の開業に合わせて交通系ＩＣカード、ＩＣＯＣＡを導入し、さらに環境負荷の低減を目的と

したＥＶバスを導入したことで利便性が向上し、利用者数は回復傾向にあります。 

 15ページ、レンタサイクルをご覧ください。 

 シェアサイクルふくチャリは、スマホを使った貸出しや貸し自転車台数の増加、貸出ポートを増設し

たことにより、令和６年度は５年度と比べ、倍以上の利用回数となりました。 

 続きまして、戻りまして資料６－１、２ページをお願いいたします。 

 原案の政策階層についてご説明いたします。 

 次期総合計画の「公共交通に関する政策」では、公共交通を利用して様々な人がスムーズに行き

来できる快適なまちをつくることを目標とします。 

 具体的な内容については、誰もが利用しやすい公共交通となるよう、地域鉄道及び路線バスなどの

利便性の向上を図ります。 

 また、市民にとっても観光客にとっても利用しやすい公共交通とするため、広域的な公共交通ネット

ワークの維持強化に取り組みます。 

 次に、審議する際の参考として設定したキーワードについてご説明いたします。 

 キーワードについては、市民からいただいた意見や社会情勢などの変化を踏まえ、設定しておりま
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す。 

 まずは、運転士不足です。 

 時間外労働の上限規制の適用もあり、中でもバス運転士の人手不足に拍車がかかっております。

京福バスと福井鉄道が、深刻な運転士不足で一部路線の廃止や減便に踏み切りました。県の支援

などにより一定の改善が図られましたが、適正人員より不足しており、再び廃止、減便を予定してい

るとのことです。 

 次のキーワードは、ＭａａＳです。 

 ＭａａＳとは、ＩＣＴを活用し、様々な交通手段をシームレスにつなげ、出発地から目的地までの移動を

一つのサービスとして捉える概念です。車に頼り過ぎないまちを目指し、公共交通やタクシー、自転車

などの移動の利便性向上を目的としたふくいＭａａＳアプリを嶺北11市町に導入しております。 

 なお、2024年度デジ田甲子園において、地方公共団体部門でベスト４に輝きました。 

 ３つ目のキーワードは、自動運転です。 

 人手不足で公共交通の存続が危ぶまれる中、自動運転の移動サービスが広がり始めております。

県内では、永平寺町が令和５年５月から国内初となる特定条件下で無人の自動運転が可能なレベ

ル４の無人カートの移動を開始しております。越前市でも市街地を活用した実証実験がスタートして

おります。 

 委員の皆様には、キーワードを参考に協議していただきますが、あくまでも一例であり、必ずしも３つ

のキーワードにこだわる必要はございません。ざっくばらんに協議していただき、今回出た意見を原案

の作成に活用していきたいと考えております。 

 第２回の専門部会において、施策を含めた原案を提示いたします。ご意見よろしくお願いいたしま

す。 

○部会長 

 説明ありがとうございました。 

 それでは、ただいまの説明を踏まえて、委員の皆様からご意見等いただきたいと思います。 

 議事録の関係で挙手の上、お名前を名のっていただいてから発言をいただくようよろしくお願いい

たします。 

 それでは、いかがでしょうか。早速ですけれども。 

○委員 

 まず現状、課題の二次交通の充実というところですけども、二次交通というのは、基本的には新幹

線を一次交通とするならば二次交通ということで、路線バス、それから路面電車、ハピラインも含めた

電車なんですけども、私は次の三次交通が大切。この部会で交通についての施策を展開するときに、

二次交通だけで止まるのは問題かなというふうに意見を申し上げたいと思います。 

 私は、民生児童委員もして、今３年になるんですけども、ほとんどの人が二次交通も乗れない人が

多いです。具体的には、新幹線は当然乗ったことはないと、それから福井駅までも用事がない。生活

圏、その辺の充実というか、生活するための最低のことの交通ができてないので、膝が悪いけども、

何とか自転車で買物に行く。今日はすごく暑いですけれども、今日も私はバスで来ましたけども、ほと

んどがバス停に上屋がないので、この炎天下でバスは遅れてきますので、10分、15分、20分平気で

炎天下にいなきゃいけないということで、そういった高齢者を中心とする移動困難者の生活に資する

交通の充実、交通の定着率、それは三次交通かなというふうに思います。 

 それから、ＭａａＳです。 

 ＭａａＳは、これどのような形で織り込んでいくかは難しいと思うんですけども、普通の人にはなかな

か響かないかな。Ｍｏｂｉｌｉｔｙ ａｓ ａ Ｓｅｒｖｉｃｅでは響かないと思うんで、分かりやすい言葉で対応する
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必要があるかなっていうふうに思います。 

 私は福井市の生活交通活性化会議というところの委員もしておりますが、なかなか路線バスすまい

るでも補い切れない問題がありまして、多くは乗合タクシーとか、それから地域バスということで、三

次交通の部分が生活者が求めているところなんですけども、その生活交通も含めて今福井市の中

では議論しています。今日この場ではその細かい議論はするべきじゃないと思いますけども、その辺の

充実を図るということをこの中で述べてほしいなというふうに思います。 

 その他の交通というと、あと介護福祉関係もあって、有償福祉輸送も交通ですし、それから介護タク

シーもあります。そういった問題も含めた問題も包括的に議論はできないにしてもコメントできればな

というふうに思います。 

○部会長 

 ありがとうございます。 

 前回の実は第八次総合計画のほうでは、フィーダー交通という言い方をしていたんですね。その部

分をあえて二次交通という言い方に少し文言を変えているようなんですが、委員がおっしゃるように、

第三次交通となるとなかなかちょっとイメージしづらいところがあるかなと思うんですが、フィーダーと

いう言い方だとどうですかね、委員。さらにその先というイメージで第三次という言い方をしたほうが

いいということですかね。 

○委員 

 あえて三次って言ったほうがいいのかなと。 

○部会長 

 そうですね、内容は。 

○委員 

 フィーダーは分かりにくいかなと思います。 

○部会長 

 分かりました。 

 あえて第三次ということを文言として上げたらどうかと、新しくそこをイメージしてもらうという意味で

は非常に意味があるかなというふうに思うので、これ参考までにということでよろしくお願いします。 

 私のほうからは、実はＤＸっていうところとＭａａＳが少し関連しているのかなっていうふうに思います

し、あえてＧＸっていうところでグリーンスローモビリティみたいなところが少し文言として入ると、ちょっ

と新しい時代のモビリティーっていうところのイメージができるかなというふうに思っておりますので、

ちょっと考えていただきたいなというところと併せて、これはどうしても公共交通って単発で交通のこと

ばかりという話になるんですけども、やっぱりまちとの連動性みたいなところをここであえて書いてい

ただきたいな。先ほど交通まちづくりという言葉がありましたけれども、交通と土地利用っていうところ

をうまく両輪で動かすっていうところをぜひこの政策、施策につながるような文言が入っていると、まち

と連動して交通っていうところをうまく育んでいくっていうようなところが連想できるかなっていうふう

に思いますので、ぜひそういったキーワードを加えていただけたらなというふうに思います。 

 関連してでも構いません。何かほかにご発言したい方いらっしゃいませんか。 

○委員 

 政策階層の目標のところに、公共交通を利用して様々な人がスムーズに行き来できる快適なまちを

つくるとあるんですけれども、ふくチャリのほう、こちら５月に行われたワークショップに参加したんです

けれども、そちらのほうで体が不自由な方、足が弱い方だったりとかはふくチャリなどを使うことはで

きないっていうふうな意見があったんですけれども、そういったところで大阪・関西万博が行われてい

ると思うんですけれども、そちらでパーソナルモビリティーっていうものがございまして、簡単にいうと
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高齢者の方が乗られるようなシルバーカーっていうんですかね。電動車椅子とはちょっと違うんです

けれども、歩道などを走行できるそういった低速のモビリティーなどをシェアリングサービスとして導

入することができれば、ちょっと移動したいけど足がないなっていう方のためにはそういったシェアリン

グサービスを導入してみるといいんではないかなと思います。 

 以上です。 

○部会長 

 ありがとうございます。 

 モビリティー、マイクロモビリティーといわれるものがすごくたくさんいろいろ種類が増えてきているの

と、先ほどのグリスロもそうですし、速度がかなり抑えられた乗り物っていうところもこれから本当にこ

こ５年でますますまた増えてくるんじゃないかなというふうに思います。その辺イメージしやすいキーワ

ードが何が適しているかなっていうのが。何がいいと思います、何かキーワードとして残すのであれば

パーソナルモビリティーにしますかね。 

○委員 

 キーワードとしてはパーソナルモビリティーが適切かなと思います。 

○部会長 

 ありがとうございます。 

 こういった議論をＭａａＳに関連して、自動運転に関連していくというところでたくさんひもづいて出て

きそうな気がしますね。 

 ほか、いかがでしょうか。いかがですか。 

○委員 

 あまりにも専門的な言葉が出てくるので、ちょっとついていけないのもありますけれども、このキーワ

ードの運転士不足、これって今後意外と解決できないと思うんですよ、本当に人手不足っていうとこ

ろ。なので、私的には自動運転、分かりやすく言えば自動運転をお金はかかりますけれども、大体それ

なりの先ほど言ったベルとかもうちょっと先っていう形で強力に進めますっていうほうが意外と分かり

やすいのかな。車椅子の方でも、１人介助っていうところも必要かと思いますけれども、運転士不足っ

ていうところは今後変わらないと思うので、ちょっと違う、こういったデジタルにしっかりとそれを特化し

てやっていくっていうほうが分かりやすいのかなっていうのは思ったところでございます。 

○部会長 

 ありがとうございます。 

 デジタルっていう話がＩＣＴという言い方で課題のほうには書かれてはいるんですけども、そこをあえ

て少しイメージできる、ＤＸっていうとあれですかね。 

○委員 

 ＤＸは多分みんな分かるかなと。 

○部会長 

 ＤＸのほうが分かりますかね。 

○委員 

 何かちょっと難しい感じがして。 

○部会長 

 他の委員はいかがですか。 

○副部会長 

 ＭａａＳとかって言われると何のこっちゃみたいな感じになってくるかなとは思うので、実際に一般の

方たちに浸透されていくフェーズでは、何かしら別の呼称であったりとか、先ほどお話あったように、そ
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ういったコミュニケーションの設計っていうのも次のステップでは実証の次を考えていく必要があるか

なというふうには思います。 

 加えて、結構やろうと思えば人流データの解析だったりとかっていうのは無限に多分できると思うの

で、どこに注力を置くのかっていったところですよね。そういったところっていうのはちょっと気になると

ころではあるなっていうふうには感じた次第でございます。 

○委員 

 よろしいですか。 

○部会長 

 はい、どうぞ、お願いいたします。 

○委員 

 まず、ＭａａＳにつきましては、スマホ等を用いて、ＩＣＴによって最適化、自分の行く道っていうか路線

っていうか、そこの最適化をＩＣＴが選択してくれて、料金もそこで全部設定して、自動で移動手段を

呼んで、それに乗って目的地まで行く、決済も全部一緒にやるっていうような具体的にいうとシステム

なんですけども、私の今の意見は、自動運転は、これ計画は５年ですよね。なんで、将来的には、自動

運転は日本の科学技術によって容易っていうか、ある一定の達成は可能かと、レベル４ぐらいまでは

いくとは思うんですけれども、この５年で自動運転についてこの丸の中に入れるっていうのは私はどう

かなっていうふうに思います。 

 それに絡むものとしましては、今おっしゃるように、運転士不足は変わらないと思います。難しいです。

担い手不足。全てについて担い手不足になりますので、今各地で取り入れられているのがライドシェ

アなんですね。ライドシェアは、白ナンバーの車なんです。その地域の住民なり公共が運転士を募っ

て、その人を頼むとか、仕事にあぶれているからその対応をするとか、そういった方を集めて、公共ライ

ドシェアが多いんですけども。運転士不足はいわゆる共助なんですね。みんなで助け合って地域を守

っていくということで、運転士っていう職業でなかなか人は集まりにくいと思うので、ライドシェアも書

いていただけるといいなとは思います。 

○部会長 

 ありがとうございます。 

 これ、書きっぷりは、ライドシェアって書いてしまうとちょっとアメリカのスタイルを想像しちゃうかもしれ

ないので、日本版とか公共ライドシェアとか、どちらかというと地域の方々が適切な管理の下、運転士

になるということで、永平寺町の近助タクシーっていうのが非常に実は有名だったりするんですけれど

も、そういったスタイルの新しい割とアナログな交通のスタイルっていうところももしかしたら自動運転

よりも先に検討されるかもしれないですね。 

 とはいえ、やっぱ自動運転っていうところは、少しシェアの仕組みとして中に入れていかなくちゃいけ

ないんじゃないかなというふうに思うんですが、その準備が始まるという意識でどうですかね。よろし

いですか。 

○委員 

 その交通手段の一つとしてっていうのは、５年では難しい。 

○部会長 

 なるほど。じゃあ、多様ないろいろなものの中に自動運転っていうものが入ってくるようなイメージで

すかね。ありがとうございます。 

 ほか、いかがでしょうか。 

○委員 

 議会のほうでも、もちろん自動運転についてもＭａａＳについても運転士不足についても議論はもう
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始まっていますし、その中でもまずは運転士不足が一番重要といいますか、早急に対応しなくちゃい

けないことだということは周知のとおりでございます。ですから、運転士不足に対して補助金等も出し

ながら改善を求めているわけなんですけれども、とても追いついていないっていうのが現状です。 

 我々が議論している中身を申し上げますと、やはり埋もれている人たちといいますか、十分に能力も

しくは免許等を持ってらっしゃる方々に対して運転士としての要請が届いていないというところもあり

ますし、その要請の中身も充実してない。給料の面とか、それから待遇面、そういった面が充実してい

ないがゆえにそういったお話をしても、それに対して興味を示してくれないっていうのが現状かなって

いうふうに思っています。 

 ただ、先ほど言いました潜在的に埋もれている人たちを確保していくことは大事だと思いますので、

その方法の一つとして、潜在的に埋もれている人たちっていうのは基本的には定年を迎える人たちが

ほぼターゲットとしてなってきます。定年で延長してそのままの仕事を続けられる人もおられると思い

ますけれども、定年を機に新たな職業にという方も少なからずおられる。その人たちに魅力的な次の

自分の生活の中での選択肢として、ドライバーというのが提案できないかなというふうに思っていま

す。 

 それの一つの方法としてご提案申し上げているのは、それなりの会社になりますと、組合のあるとこ

ろも多いので、そういった組合を持っていらっしゃるところに連合という組織がありますから、連合福井

という組織のほうから下ろしていただく。免許を持ってらっしゃる方にこういった形で貢献できないか

と、貢献をしながらお給料ももらえるというような魅力的な部分が提案できないかということを申し上

げています。例えば、北陸電力とかＮＴＴさんとかですと、下請の会社も含めて大型の免許を持ってら

っしゃる方もおられるし、中には２種を持ってらっしゃる方もおられます。行政になりますと、救急車とか

消防車を運転される方、あと自衛隊の出身の方とか、そういった方々は多くおられると思うので、そう

いったところに大きな組織からの働きかけをお願いしたらどうかなというふうな提案を今しているとこ

ろです。 

○部会長 

 ありがとうございます。 

 割と施策に近いところだったかなと思いますが、とはいえ公共交通の中で運転士不足っていうところ

は一番最初に出てくる課題かと思いますので、このキーワードをしっかり見詰めながら、具体的に何

をするかっていうところをこの政策の中にどこまで書けるかっていうのはちょっと難しいところもあるか

と思いますけれども、そういったよりイメージできるような内容というところも記述するかどうかは次の

多分会議に出てくるかなというふうに思います。ありがとうございます。 

ほかに何か発言したい方は、どうぞ、よろしくお願いします。 

○委員 

 冒頭に総論でぜひご記入いただきたいのが、公共交通は公共サービスで、収支に関係なく提供す

べきものっていうことで赤字の概念はないっていうことをきっちりうたってほしい。電車、バスは公共施

設なので、それらに投下するコストでなくて資本だということを明記していただきたいなと思います。つ

まり、電車、バスは社会インフラで、病院とか図書館と同じような位置づけだっていうことを明確にした

上で、行政、公共がサービスを行うというところを明確にした上で、それを京福さんなり福鉄さん、民

間が担っているという位置づけで主体は行政だということを明確にしていただきたいなというふうに

思います。 

○部会長 

 ありがとうございます。 

 まさにえちぜん鉄道のほうの冒頭に、えちぜん鉄道は生活関連社会資本でしたっけね、社会のイン
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フラだっていうことで位置づけられて、どう守り育てていくかっていうところが実は協議会のほうの計

画のほうにはうたわれてはいるんですけれども、この総合計画の中でもぜひともそういった位置づけ

をしていただければ、捉え方っていうところも大きく変わってくるかなというふうに思います。ありがとう

ございます。 

 それでは、ほかはよろしいでしょうか。 

 簡単にまとめたいと思います。文言としては二次交通という表記がありますけれども、あえて三次交

通という言い方を加えてはどうかであるとか、ＭａａＳっていうところ、この後も幾つか出てきましたけれ

ども分かりやすい表現にっていうことで、そういった工夫が必要であろうとか、あと福祉関連のことも

包括的に含められるといいのではないかということで、これはまさに最後のところの社会インフラとし

て位置づければ、そういったところも踏まえられるかなとか、あとＧＸとかグリーンスローモビリティ、そう

いったことに関連してパーソナルモビリティー、こちらもそちらに含まれるというふうに思いますので、そ

ういった文言であるとか、あと自動運転、これＤＸっていうところ、ＩＣＴという書き方をしてますけれど

も、そういったものも含めてはであるとか、あとライドシェアの話です。ここも自動運転を書くのであれ

ば、そういった文言も含めてはどうかっていうことと、最後のほうに指摘してくださいましたけども、潜在

的な運転士不足、これを具体的に施策としてどういう働き方ができるかっていうところまで書きっぷり

として加えてはどうかというご意見もいただきました。 

○委員 

 ＧＸって何でしたっけ。 

○部会長 

 ＧＸは、グリーンスローモビリティですね。 

○委員 

 ＧＸっていうんですね。 

○部会長 

 はい。 

○委員 

 ＧＭじゃない。ＧＸ。 

○部会長 

 ＧＸです。グリーントランスフォーメーションです。グリスロなどがそこに含まれます。ありがとうござい

ます。 

 よろしいでしょうか、皆さん。振り返り。 

   〔「なし」の声あり〕 

 何かまた不足しているところがあるようでしたら、最後のほうにまたご発言をいただきたいというふう

に思います。 

 それでは、政策１のほうはここまでとさせていただきたいと思います。 

 

（２）政策２「まちなかに関する政策」について 

○部会長 

 続きまして、政策２について、こちら事務局のほうから説明をよろしくお願いいたします。 

○事務局 

 それでは、「まちなかに関する政策」の説明をさせていただきます。 

 資料６－１、３ページをお願いいたします。 

 第八次総合計画では、政策の名称が中心市街地に関する政策でしたが、第九次総合計画では「ま
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ちなかに関する政策」に変更します。新たな政策の名称については、県都グランドデザインに記載さ

れているものと合わせたものになります。 

 まずは、現状、課題についてご説明いたします。 

 北陸新幹線福井開業を機に県内外から多くの人が訪れ、新たなにぎわいと交流が広がっていま

す。住む人も訪れる人も、誰もが主役となり楽しむことができる魅力あるまちづくりが求められており、

安全・安心で快適な都市空間づくり、にぎわいと交流の拡大、持続化を図る必要があります。 

 さらに、様々なプレーヤーのまちづくりへの参画を促進することで、新たな価値の創造やまちの魅力

向上を図り、にぎわいと成長の好循環につなげていくことが重要です。 

 また、市民に親しまれている足羽山や中央公園などを新たな福井の魅力を発信する場として、より

魅力あるものにしていく必要があります。 

 次に、参考資料３、現状データ集をご覧ください。 

 16ページ、福井駅周辺の再開発の状況をご覧ください。 

 オレンジ色の区画であるＢ街区や駅前南通り地区につきましては、現在、再開発事業が進行中で

す。 

 17ページ、県都まちなか再生ファンドの活用状況をご覧ください。 

 今年３月には、新栄商店街に３つの建物を改修し１つの商業施設にしたコノジナガヤがオープンす

るなど、新幹線福井開業に伴い、支援額及び支援件数ともに増加しています。 

 18ページ、中央１丁目における空き店舗数の推移をご覧ください。 

 平成28年のハピリン福井開業を境に空き店舗数は減少しております。 

 資料６－１に戻りまして、４ページをお願いします。 

 原案の政策階層についてご説明いたします。 

 次期総合計画の「まちなかに関する政策」では、まちなかの充実した都市機能により、誰もが主役

の楽しさあふれる心弾むまちをつくることを目標とします。 

 具体的な内容については、県都の玄関口として充実した都市機能を生かし、にぎわいと活力あるま

ちづくりを進めます。また、住む人も訪れる人も、誰もが主役となり楽しむことができる場づくりに取り

組みます。 

 次に、審議する際の参考として設定したキーワードについてご説明いたします。 

 まずは、県都グランドデザインです。 

 令和４年に策定され、目標年次を2040年とし、経済界と行政が一体となって県都の将来像を構想

したものになります。分散した都市機能をまちなかに再配置し、エリアの価値を最大化する県都イノ

ベーションを基本方針に掲げております。 

 次のキーワードは、まちなかキャンパスです。 

 駅前アオッサ内に県立大学のキャンパスの一部として令和９年４月開設予定であり、駅周辺を拠点

としてフィールドワークなどを行い、地域リーダー養成を目指しております。 

 まちなかにキャンパスができることにより、東口エリアの活性化が期待されております。 

 ３つ目のキーワードは、多目的アリーナです。 

 県都グランドデザインにおいて、スポーツを楽しめる環境の整備を目指し計画されており、現在、経

済界が中心となって整備が計画されております。 

 委員の皆様には、キーワードを参考に協議していただきますが、あくまでも一例であり、必ずしもキー

ワードにこだわる必要はございません。ざっくばらんに協議していただき、今回出た意見を原案の作

成に活用していきたいと考えております。ご意見よろしくお願いいたします。 

○部会長 
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 ありがとうございました。 

 それでは、ただいまの説明を踏まえて、委員の皆様からご意見をいただきたいと思います。 

○副部会長 

 まちなかはすごく、僕も人が減ってた頃とかも遊びに来てたタイプなので、急ににぎやかになってす

ごくうれしいなっていう気持ちがとってもしております。なので、結構順調に進むのかなみたいな感じ

で思ったりもしているんですけれども、今日はこのまちなかに関する施策について大きく１つご意見さ

せていただいたらなっていうふうに思うんですが、まだ単純にそういうフェーズじゃないっていうところ

はあるかなっていうふうに思うんですけれども、頂いているこの資料を拝見する限りではまだハード整

備といいますか、そういったところに結構重きが置かれているなっていうような印象でして、ソフト整備

といいますか、そういったところに関しても言及いただくとよいのかなっていうふうに感じました。 

 結構いい建物が建ったりとかしているんですけれども、シンプルにどこに行ったらいいか分からんと

か、単純に入り口が分からんとか、そういうことが結構あったりとかして、ちょっとしたＵＸといいます

か、ユーザー体験を意識した何かをつくっていくことで、よりよいまちになっていくのじゃないのかなと

いうふうに感じている次第でございます。 

○部会長 

 ありがとうございます。非常に重要な視点かと思います。ソフトですね、ありがとうございます。 

 ほか、いかがでしょうか。 

○委員 

 私が勤めているまちづくり福井では、足羽川のヨリバ、ですから新栄商店街、コノジナガヤと足羽山

テラスって足羽山にもお店がありまして、私の会社はハピリンの３階にあるんですが、そちらに行こうと

思ってもやっぱり私個人的に歩くことが得意じゃないので、先ほどの「公共交通に関する政策」と関

わってくるんですが、ちょっと行けるっていう交通手段がないなと思っているところで、ふくチャリとかを

最近使うようになりまして、本当にちょうどいいなと思っているので、ここの先ほどおっしゃられてたハ

ードをどう循環するというか、回れるような仕組みができるといいなと思います。 

○部会長 

 ありがとうございます。点をつなぐような線をっていうことですよね。ありがとうございます。 

 ほか、いかがでしょうか。 

 どういった角度からでもいいかなっていうふうに思うんですが、じゃあ私のほうから。 

 先ほど再生ファンドの話がありましたけれども、何かあるものを生かすような、ありようというところが

福井の面白さだと思っているので、例えば大胆にリノベーションっていう言葉をキーワードに入れたり

とか、あとプレーヤーって先ほどソフトの話もありましたけれども、まちの担い手、使い手というか作り

手をちゃんと明記をしてあげるっていうところもすごく重要かなと思いますので、そういったことも含め

ていただけたらなというふうに思います。これは私の勝手な思いではあるんですけれども、先ほどのソ

フトと絡めていただければいいかなと思います。 

 いかがでしょうか。 

○委員 

 まず１つは誰もが主役のっていうことがあるかと思うんですけども、ある市では市民主役条例なるも

のを策定して、市民の方が仕組みの中でいろいろ主役、いろんな活動をしやすくなる仕組みを取られ

ているというところもある。 

 あと、最近私が思っておりますのは、若者がやっぱり福井になかなか定着してもらえない。若い人た

ちは、どちらかというと今求人倍率が非常に高い状況で、例えば本校ですと大体四、五十倍あるとい

う状況の中で、なかなか福井に残ってもらえないっていう事情があります。求人先も大体都心部から
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来てる数がかなり多いという状況があって、そういった若者を地域に、福井の地に定着する。定着って

いうキーワードをもってしてもらう取組が必要なんじゃないかなと思うんです。県のほうも昨今そういっ

た定着の取組をやられていると思いますけども、そういった若者が特にまちなかキャンパスっていうキ

ーワードがあると思うんですけども、定着してもらえるようなそういった活動の展開、そういったものを

期待したいというところでございます。 

 あと、先ほど歩いて回れるっていうキーワードがあったかと思うんですが、福井市のマスタープラン、

先般私も携わらせていただきましたが、歩いて回れる、歩きながら回遊する、そういったキーワードが

あったかと思いますので、そういったものを一つの売りにして、若者から、そして先ほど介護っていう話

もちらっと出ましたけども、いろいろ交通を利用できない方々にも歩いて回れるようなそういったまちづ

くりの在り方っていうんですか、そういったものも考えていったらどうかなと思います。 

○部会長 

 ありがとうございます。非常に面白いキーワードが幾つか出てきたかなと思います。歩くということを

入れたいということであるとか、市民が主役っていうところ、ここに明記はあるんですけども、そういっ

たものが前面に出るような形っていうところも非常にいいなというふうに思います。ありがとうございま

す。 

 ほか、いかがでしょうか。 

○委員 

 私も歩くっていうことについて意見を申し上げようと思いましたところです。 

 以前、いつ頃、どんな形でかちょっと忘れましたけども、福井市も歩けるまちづくりっていうことで、さ

んざんそういう議論をしたこともあります。どこの都市でも歩けるまちづくりっていうのを結構キーワー

ドで出しているところが多くて、歩いて先ほどのハードのうまい利用っていうのがありましたけども、ハ

ードを巡っている間に足羽川に来ちゃった。足羽川に来たらこんな魅力的なものがというような感じ

の、うまく表現できないんですけども、歩くことに疲れを感じさせないまちっていうか、そんなものがあ

るといいのかなと思います。 

 私も冒頭に挨拶のときに車に頼らないまちづくりっていうことで申し上げましたけども、福井県はご

存じのとおり、世帯当たりの日本一の保有台数なんですね、車、マイカーの日本一なんですけども、そ

れを改めろとか、日本一は恥ずかしいじゃないかっていうのか、立派だっていうのか分かりませんけど

も、無理やり車を使わないでっていうのも難しいので、歩く魅力を示すことによって車を使わなくても

結構楽しめるぞというまちの魅力の引き出しっていうのは必要かなと思います。 

 十数年前に電車通り、トランジットモール社会実験っていうのを行いまして、トランジットモール、公共

交通と歩行者だけを優先したマイカーを締め出しっていうとよくないんですけども、マイカーをご遠慮

いただいて、まちなかの活性化を図ろうっていう取組を行ったわけなんですけども、それが商店街

等々の反対でうまくいかなかったっていう経緯もありまして、できればまたトランジットモールも復活、こ

こには載せられないでしょうけども、そんなことも含めて歩けるまちっていうのを提案したいと思いま

す。 

○部会長 

 ありがとうございます。非常に歩くっていうキーワードをあえてまちの中に入れるっていうのはすごくい

いんじゃないかなっていうふうに思います。 

 ちょっとそれちゃうかもしれないんですが、実は午前中、夜間景観のガイドラインをつくる仕事を福井

市さんと一緒にやってたんですけれども、まさに夜の福井のありようっていうところもこの「まちなかに

関する政策」にぜひちょっと議論をしていただけたら、もしかしたら今まちの中心が物すごくにぎわっ

ているんですけど、片町につなげるとかっていうところも派生して広がっていくような気がするので、こ
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れは入るかどうか分かりませんけれども、ぜひ加えていただけたらなというふうに思います。ちょっとそ

れてしまいましたけれども。 

 ほか、いかがでしょうか。 

○委員 

 まさに照明を利用した歩きやすいまちづくりにも取り組んでおりまして、桜橋とか、それから九十九橋

のほうには今整備が進んでいます。ですから、そこを訪れて歩きやすい、あっという間に何か来ちゃっ

たなって、先ほど内田さんが言われたようなまちづくりを目指してはいるんですけれども、やはりそこま

での動線の中でまだまだ魅力的な景色があるかっていうと、それをコーディネートできてないっていう

のが現状としてあるので、これからも取り組んでいかなくてはいけないというふうに思います。 

 それと、再生ファンドの話が先ほど出ましたけれども、再生ファンドはすごくありがたいことです。どん

どん活用していただいていると思うんですけれども、逆にその再生ファンドで取り組める空き店舗、言

わばリノベができる店舗というのが極端に少なくなってしまっていて、予算オーバーしてしまうというと

ころで今ちょっと頭打ちになっているなというふうに思います。 

 逆に懸念しているのは、リノベができる店舗を探している人たちは大勢いるんですけれども、再開発

で新しく出来上がった再開発ビルの新しいテナントには興味を示さないという傾向もあります。また

は、条件が合わない。再開発ですからそれなりの家賃とかがあるんでしょうけれども、そういった部分

を家主との交渉といいますか、もちろん今福井市としてもその交渉はしておりますけれども、それに応

えてくれる家主がいない。でも、再開発事業には県も福井市も国も補助金を出していますから、家主

自身の考え方に対しても指導ができるというふうに私は思います。そういったことが今後の課題として

あるのだなというふうに思いますので、ぜひその辺のところも含めて、再開発は再開発ができる場所

に住んでらっしゃる方の権利なんですけれども、その権利を行使する場合には行政のほうの要求も聞

いてもらえるような仕組みにしないといけないんではないかなというふうに思います。 

○部会長 

 ありがとうございます。再開発の箱の中っていうところがまだそんなに完全に埋まっているわけでは

ないと、この辺は誘導というところにもちょっと関連してくるのかなと思います。この総合計画の中にど

こまで書けるかというところはあるんですが、今ある空間をやっぱり生かしていくっていうところが一つ

キーワードとしてはあるのかなというふうに思っております。 

 ほか、いかがでしょうか。 

○委員 

 皆さんが言ってた本当に歩きたくなるまちづくりっていうところで今再開発っていうところで、まだ新

しい再開発の空床になってるっていうのが一番問題かなっていうところもあるんですけれども、福井

店自体も空床でなかなか出店いただけないっていうところでいくと、やっぱり家賃問題っていうところ

は私たちも譲れないっていうところもあるんですけれども、そういったところをまちを活性化させるんで

あれば、そういった家賃問題っていうのを補助していただいたりとか、あと最近駅前の空き店舗は減っ

てきましたよっていっても以外と飲食ばっかりっていうところでいくと、昼も楽しむっていう、昼から夜に

流れるっていうお客様も大事だと思いますので、それなりに飲食ではなくて雑貨屋があったりとか、衣

料品があったりとかっていう西武独り勝ちでは絶対ままならない、それは無理なんですよ。本当にいろ

んなお客様が来ていただくっていうところ。 

 昨日なんかもお祭り、ああ、福井にこれだけ若者がいたのかって。やっぱりイベントをすれば、若者た

ちが集まるためには何があるのかっていう、今後になりますけれども、しっかりアンケートとか、学生の

方もいらっしゃいますので、ヒアリングしながらまちの活性っていうのは必要だなっていうのは感じま

す。 
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○部会長 

 ありがとうございます。 

 じゃあ、続けて、はい。 

○副部会長 

 歩きたくなるまちというふうに考えたときに、何かくくるキーワードは何かなというふうに考えたんです

けれども、これ１つ文化という言葉が当てはまるかなというふうに思うんですね。地域資源の政策でも

文化芸術やスポーツを楽しめるまちをつくるという言及があるんですけれども、この場合でおっしゃっ

ている文化っていうのはもうちょっと分かりやすい文化かなっていうふうには思います。コンテンツとし

ての文化といいますか。というよりもカルチャーとしての文化といいますか、福井らしさですよね。ああ、

ここ福井、ええなあって、さくっと何か飲屋街に行けたし、何かつい長居してもうたわみたいな関西の

人が言ってくれるような、そんな文化だと思うんですよ。 

 文化というものは、一般的な具体の施策に比べると醸成されていくには時間がかかるものだとは思

います。なんですけれども、だからといってそれを置いておいてではなくて、今ここで種を仕込んでおい

て、それを基に一つ一つの施策をつくっていくと、30年後、私たちの子供たちが大きくなったときに何

か出たくないわみたいな感じで言ってもらえるようなそんなまちにもっとなっているんじゃないのかなっ

ていうふうに思うので、そういったところをキーワードでぜひ考えていただけたらなというふうに思う次

第でございます。 

○部会長 

 ありがとうございます。私もそこはすごく重要だなと思っていて、確かに５年単位の総合計画ではある

んです。種をまくっていう意味では、非常にまちにやっぱり不足している部分だと思うので、ぜひぜひ

このキーワードを盛り込んでもらえたらなというふうに思います。ありがとうございます。 

 ほか、いかがですか。 

○委員 

 先ほど、昼から夜にかけて歩いていろいろできるといいみたいな意見があったと思うんですけれど

も、若者の目線からすると、福井駅の辺りとか中心市街地のほうってやっぱり遊ぶところがないって僕

が高校生の頃だからもう５年以上はずっと言われていると思うんですけれども、例えばボードゲーム

を遊べるようなカフェであったりとか、そういったショップとか、サブカル的な方向にフォーカスを当てた

ような施設などがあると、こういう大学生みたいな人が昼にそういったところで遊んだりして、夜は片

町に行こうみたいな、そういった動線ができるんじゃないかなっていうのを１個今思いました。 

○部会長 

 ありがとうございます。まちに７つの要素が必要だっていう話をよくするんですけれども、そのうちの

遊ぶ、確かに若い人たちが滞在するっていうところの仕掛けはあまりもしかしたら感じないかもしれな

いので、これをあえてキーワードとして入れるのは非常にいいんじゃないかなというふうに思います。あ

りがとうございます。 

 ほか、いかがでしょうか。 

○事務局 

 本日ご欠席の委員から、政策１、公共交通、それから政策２、まちなかに関するご意見を預かってお

りますので、ご報告させていただきます。 

 福井駅周辺に関しまして、新幹線待ちをする人が時間を潰せる場所が少ないと感じる。まちなかキ

ャンパスがどのようなものになるのか分からないが、簡単な博物館等ができればいいのではないか

と考えています。 

 また、バス、電車などは人材確保の観点からも難しい時期が続くかと考えます。どちらかといえば、ふ



【議事要旨】 

- 15 - 

くチャリや例えばＬＵＵＰ、これは電動キックボードなど等のシェアリングサービスですけども、こういっ

たものを普及させ、移動を容易にしてはどうかと考えます。そのために、自転車道の整備、またどこで

も乗り捨てられるようなまちの整備を進めたほうがいいのではないでしょうか。 

 また、アリーナ周辺の道路事情なども不安なところが多く、イベント等があった場合の板垣橋などの

橋がボトルネックとなり、渋滞が発生することが考えられます。そのためにも、少し遠方の駐車場から

ふくチャリ等の整備をしていってはどうかと考えますというご意見をいただいております。 

 以上でございます。 

○部会長 

 ありがとうございます。関連するところということで、特に道の部分っていうのは確かにこの中に議論

はなかったと思いますので、道づくりの話も加えてもいいのかなというふうに思いました。 

 それでは、そろそろ次の議題のほうに移りたいと思っているんですけれども、ここで全体を通して何

かあれば。 

 よろしいですか。 

○委員 

 にぎわい創出のワードとなるものの中に、ここにもありますけれども、多目的アリーナ、これを外すわ

けにはいかないなというふうに思っています。先ほどお昼の時間から楽しめるような場所という意味

でも、アリーナは多目的でもありますし、メインとなるのはバスケットボールの試合ではあるんですけれ

ども、それ以外でもかなりの利用価値のある、そして利用する想定もできているものでもありますの

で、非常に面白い期待のできるものだというふうに思いますので、アリーナの議論もひとつ加えてい

ただけたら。 

 それと、やはり中央公園ですけれども、これはフェスを毎年やっていますし、フェス自体は２日間で１

万8,000人、今年は２万人を超えるんじゃないかなと思うぐらいの人たちがお見えになりますし、その

方々が出入り自由というのもありますので、２日間とも来られて宿泊にもなりますし、まちの活性化に

はかなりの貢献をされているものでもあります。 

 この２つについては、今後、福井市といたしましても物すごく期待をしているところであります。それに

対して懸念材料もないではないんです。そんな懸念材料も含めてちょっと議論していただけたらとい

うふうに思います。 

○部会長 

 ここははっきり書いてほしいということですね。 

 それでは、全体をちょっと振り返りをしたいというふうに思います。 

 冒頭のほう、ここからいろんなキーワードが紐づいてきました。ハード整備だけではなくてソフトの整

備、これはまさにＵＸの話も出てきましたけれども、そういったことであるとか、どちらかというと書きづ

らいところではあるんですけども、記述をぜひということでありました。 

 あとは、あるものを生かすような方向性っていうところも明記いただきたいというところと、市民が主

役、プレーヤー、この辺もソフトと関係してくるかなというふうに思います。あわせて、若者が定着するよ

うな取組、これをぜひということで、ここは私も賛同するところです。あわせて、歩くというキーワードで

たくさん皆さんからご意見いただいたので、ここは必ず議論の施策の何か１つには柱にしたいなとい

うところですね。あわせて、私のほうから夜の福井というところと、あと夜の照明を生かしたまちづくりっ

ていうところで動線をつくってはという話も出てきました。 

 あとは、再開発、箱はできたけれども、それを生かすようなところというところはやはりまちというところ

ではまだまだできるところがあるだろうというところで、そういったご発言もいただきました。 

 あと、文化です。これは種をまくというところで、福井らしさみたいなところで何か新しい入り口となる
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部分が醸成できればという出発点のところです。あわせて、ちょっと関連するかもしれないんですけ

ど、サブカルなどももしかしたら文化に含まれるかもしれないんですけど、遊ぶというキーワードも何

かっていうところも施策のほうにつながる出発点になればなというところです。あわせて、アリーナ整

備の話であるとか中央公園の話っていうところも、ここは力を入れて福井市は議論をしていかなくち

ゃいけないだろうということと併せてつなげる道の話もぜひとも少し加えて、まちなかの整備というとこ

ろで何らかの形で施策が出てくるような方向性を議論をしてはということですね。ありがとうございま

した。 

 簡単なまとめになりますけれども、以上、政策２については審議のほうは終了させていただきたいと

思います。 

 

（３）政策３「生活インフラに関する政策」について 

○部会長 

 それでは、政策３のほうに進んでいきたいというふうに思います。 

 事務局のほうから説明をよろしくお願いいたします。 

○事務局 

 それでは、「生活インフラに関する政策」の説明をさせていただきます。 

 資料６－１、５ページをお願いいたします。 

 まずは、現状、課題についてご説明いたします。 

 近年、大規模な地震や豪雨災害が発生しており、本市においても今まで以上に老朽化対策や耐震

化、浸水対策の重要性が高まっています。特に、高度経済成長期に整備した施設が更新時期を迎え

ているため、長寿命化による効率的な更新、維持管理に取り組んでいるところです。一方で、料金、使

用料収入の減少など、上下水道経営は厳しい状況に直面しています。 

 こうした状況の中、これまで以上に上下水道施設の計画的な老朽化対策及び災害対策を進めると

ともに、なお一層の経営の効率化が求められています。 

 また、大規模な盛土に伴う被害防止のため、詳細な調査や情報提供、パトロールなどによる安全対

策が必要となっております。 

 次に、参考資料３、現状データ集をご覧ください。 

 26ページ、下水道の状況です。 

 左側の折れ線グラフは本市の下水道の人口普及率の推移を表しており、令和６年度末時点で

99.49％となっており、整備計画区域内のほぼ全ての市民に普及している状況となっております。ま

た、右側の棒グラフは、下水道施設の耐震化率の推移となっております。一番左の青色の棒グラフが

中核市平均を表しており、本市の耐震化率は中核市平均より低い状況となっております。 

 27ページをご覧ください。 

 本市の水道の状況です。 

 左側のグラフは、本市の給水量の推移を表しており、人口減少などにより使用水量は年々減少して

おります。また、右側のグラフは、本市の水道施設の耐震化率の推移を表しております。点線の棒グラ

フが類似団体の平均を表しており、基幹管路の耐震化率は類似団体と比較して上回っております

が、そのほかの水道施設は類似団体平均と比べ低い状況となっております。 

 資料６－１、６ページにお戻りください。 

 原案の政策階層についてご説明いたします。 

 次期総合計画の「生活インフラに関する政策」では、持続可能で強靱な社会基盤と安全で快適な

生活環境が整ったまちをつくることを目標とします。 
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 具体的な内容については、市民が安全・安心に生活できるよう、災害に強い社会基盤の整備と適

切な維持管理を行います。また、市民や企業などと連携、協働して、安全で快適な河川、公園などの

生活環境を保全いたします。さらに、良好な水環境を保つとともに、安全で安心な水を安定供給いた

します。 

 次に、審議する際の参考として設定したキーワードについてご説明いたします。 

 まずは、老朽化対策です。 

 高度経済成長期に集中的に整備された河川や道路、上下水道施設などの社会資本の老朽化が

進んでおり、地域の安全を守るためにも、計画的で効率的な維持管理などを強化する必要がありま

す。 

 ２つ目のキーワードは、盛土です。 

 令和５年５月にいわゆる盛土規制法が施行されました。危険な盛土などに伴う災害から人命を守る

ための法律であり、中核市である本市は、区域内の土地について管理する必要があります。 

 ３つ目のキーワードは、ウオーターＰＰＰです。 

 ウオーターＰＰＰとは、行政と民間企業が連携し、水道関連の公共施設を管理、運用するものです。

持続可能な上下水道サービスを提供するため、民間事業者の有する技術の活用や創意工夫を生か

した官民連携を推進する必要があります。 

 委員の皆様には、キーワードを参考に協議をしていただきます。あくまでも一例であり、必ずしも３つ

のキーワードにこだわる必要はございません。 

 第２回目の専門部会において施策を含めた原案を提示いたします。ご意見のほどよろしくお願いい

たします。 

○部会長 

 ありがとうございます。 

 それでは、ただいまの説明を踏まえて、委員の皆様からご意見をいただきたいと思います。 

 ご発言される際は挙手のほうをよろしくお願いいたします。 

 いかがでしょうか。 

○委員 

 すみません、私、出身が土木ですので、ちょうどど真ん中のテーマだったもので。 

 私、たまたま国交省の会議にもいろいろ参加しているんですが、このインフラメンテナンスに関しては

かなり重要だというふうに考えております。特に、今回キーワードとして出てきてないんですが、予防保

全っていうキーワードがあります。あらかじめ予防的に保全するっていうほうが、事後保全っていう言

い方をしますけど、事後保全よりも約半分の予算で済むというふうに言われています。これは国交省

の試算なんですが、30年後にそれでも6.5兆円、国全体ですけどかかるというふうに言われていま

す。本来12.3兆円だったと思うんですけど、それが6.5兆円ぐらいに予防保全だと収まるという、そう

いう考え方です。そういう予防保全というキーワードをこの中に盛り込むのはどうかと思うんですけど

も、そういった考え方で、非常に効率的に対応できる、市民にも快適な暮らしを提供するということが

今後大事になってくるんだろうなというふうに思いました。ただ、残念なことに、これは非常にお金がか

かることですので、計画的にいろんなことを考えていかないといけないことだと思います。 

○部会長 

ありがとうございます。 

 非常に分かりやすかったなと思って、予防保全という言葉は私もあまり聞き慣れない言葉なんです

けれども、逆に財政のほうを逼迫しないという意味では意義があるというか、取り組んでいくべきこと

ではないかなというふうに思います。ありがとうございます。 
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 ほか、いかがでしょうか。 

 なかなかこの政策に関しては、もしかしたらあまり発言がすらすら出てくる内容ではないかもしれな

いんですけど、今回水環境というキーワードが出てきました。ちょっと私関連して、ぜひここに入れる

か、その次に入れるかっていうところなんですけど、雨水の話をうまく活用するっていうところ、うちの実

は大学の先生がそこを研究テーマにされていて、コノジナガヤのほうでも実はタンクを設置して、調理

にまで使えるぐらい雨水って使えるんだよっていう話をしているんですが、そういったインフラ、雨水っ

ていうところもぜひ防災もそうですし、雨水を工夫してあげるだけで実は流域治水につながるっていう

考え方もありますので、ぜひ水環境っていうところで雨水のキーワードも加えていただけたらなという

ふうに思います。 

 関連してでも構いません。何かございましたら。 

○委員 

 私は質問なんです。盛土について全然知識がないものですから、福井市の盛土の現状、公共でや

った盛土と私的の盛土もあるんじゃないかなと思うんですけど、その辺を教えていただきたいなと。 

○部会長 

 今の現状、福井市で取り組んでいることなどありましたらぜひぜひ回答のほうお願いいたします。 

 いかがでしょうか。 

○都市政策部次長 

 今、福井市には、大規模盛土造成地というのが110か所ございます。盛土の面積といたしましては、

2.08平方キロメートルございます。中身も申しますと、谷埋め型が82か所で、腹づけ型が28か所と

なってございます。 

○部会長 

 よりもうちょっと詳しく知りたい感じですかね。 

○委員 

 それぞれ緊急で危険な場所っていうのが全然認識がないもんですから。 

○都市政策部次長 

 今、調査を始めてございまして、スクリーニングを今実施をしております。安全性の把握もこれから調

査を進めていく予定でございますので、どれぐらい危険な箇所がどんだけあるかっていうところは今

から進めていくというふうな状況でございます。 

○部会長 

 ありがとうございます。 

 よろしいですか。 

○委員 

 はい。 

○部会長 

 盛土が課題になっていて、それを生活インフラの社会基盤として安全で快適なっていうところにうま

く課題解決していかなくちゃいけない重要なキーワードだっていうことですよね。 

○都市政策部次長 

 そうです。あの熱海の事件がありましたもんですから、やはり人命第一でございますので。 

○部会長 

 ありがとうございます。 

 それでは、関連してでも構いません。何かありましたらご発言のほうよろしくお願いします。 

○委員 
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 盛土の関連なんですけど、今から20年近くも前になると思いますが、杉ノ木台ゴルフ場のところの

ゴルフ場の造成と、それと杉の木台の団地の開発がほぼ同時期に行われていたようです。その結果、

排水の問題があって、杉ノ木台ゴルフ場の６番ホールぐらいのところだったと思うんですけれども、そ

こが土砂崩れで、それのためにその下にありました団地の方がお二人亡くなられたんだったと思うん

ですけども、そういったことがあったときに我々としてもそういった危険性に伴って調査をお願いした経

緯があります。その後そういった事故は起こってないんですけれども、そのときに調査した経過とそれ

にどのように未然に防ぐための計画があるのであれば発表していただけたらと思います。 

○部会長 

 ありがとうございます。こちらは、どちらかというと政策、施策の中に入れるというよりは、どういった調

査をされる予定なのかとかっていうところの情報を次回の会議で構わないと思います。併せて共有を

いただけたらというふうに思います。とはいえ、これは重要なキーワードであるということですね。ありが

とうございます。 

○委員 

 すいません、それで意見。 

○部会長 

 どうぞ、どうぞ。 

○委員 

 57ページの自然災害のところを見ますと、８つの災害が出ておりまして、そのうち４つが豪雪、大雪

という表現で、つまり私たちも記憶に新しいんですけれども、大変な雪のための被害があったなとい

うふうに覚えております。こういった豪雪、雪の災害がこれだけあったにもかかわらず、今回のテーマ

の中には雪害というのが載っていないので、これはやはり入れておかなくちゃいけないんじゃないかな

と思ってご提案申し上げます。 

○部会長 

 ありがとうございます。これ今政策３番目なんですが、政策４のほうでぜひそのキーワードを入れて

議論をする必要があるかと、ありがとうございます、関連してっていうことですね。 

 ほか、いかがでしょうか。 

○委員 

 私は専門ではないんですけども、これ政策３を見て感じることは、生活インフラですから、生活者にい

かに情報を提供するかっていうことかなというふうに思います。私は、私たちが住んでいるところの下

水なり盛土などが安全・安心なのかっていうことがまず大切かなと思いますので、その辺の情報提供

と、安心度がもしＡ、Ｂ、ＣのうちＢだったら、Ａにするためには行政はこんな計画でこんなことをしますよ

とか、そんな情報提供をお願いしたいなと一市民としては思います。 

○部会長 

 情報はすごく実は重要なキーワードかもしれないですね。そこに住んでらっしゃる方にどういう形でっ

ていうところ、その情報の発信の仕方も含めてのこととその辺キーワードとして考えていただければな

というふうに思います。 

 ほか、いかがでしょうか。 

 関連してでもいいですけど、よろしいですか。 

   〔「なし」の声あり〕 

 これなかなかキーワードそんなにたくさん出てきてはいないんですけれども、政策の３番目、生活イン

フラということで、先ほど委員にあったように、生活者に身近なものとして捉えてもらうという、情報に

関しては非常に重要なキーワードになってくるかなというふうに思います。 
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 冒頭に戻りまして、予防保全というキーワード、これもすごく大事かなというふうに思いますので、こち

らもぜひちょっと検討の材料にしていただきたいと思います。加えて雨水っていうところも、もしかした

ら防災・減災のほうにもつながるかもしれないんですけども、検討いただきたいっていうことと併せて、

盛土っていうところがなかなか市民と直結するっていうところはイメージしにくいかと思いますので、そ

れの調査、ぜひどんなふうに進めるかっていうところを教えてほしいっていうふうなところが指摘にあ

ったとおり、これ情報も併せて提供いただくような検討をというところにしていただけたらなというふう

に思います。政策４のほうで雪の話は加えてお話ししていきたいと、ディスカッションしていきたいとい

うふうに思います。あまりキーワードは出ておりませんけれども、以上でよろしいですか。 

 よろしいでしょうか。 

   〔「異議なし」の声あり〕 

 何か加えてあるようでしたらこの後全体でお伺いしたいというふうに思います。 

 

（４）政策４「防災・減災に関する政策」について 

○部会長 

 それでは、政策４のほうに入っていきたいというふうに思います。 

 事務局のほう、説明のほうよろしくお願いいたします。 

○事務局 

 それでは、「防災・減災に関する政策」の説明をさせていただきます。 

 資料６－１、７ページをお願いいたします。 

 なお、第八次総合計画では市民福祉の分野に位置づけられておりましたが、第九次総合計画では

災害に強いまちづくりを重視し、まちの分野に移行しております。 

 まずは、現状、課題についてご説明いたします。 

 近年、地震や豪雨などの自然災害が各地で甚大な被害をもたらしており、自然災害へのさらなる

対応力の強化が求められています。 

 国は、被害者が尊厳のある生活が送れるよう空調設備、トイレなどを早急に備える体制づくりを推

進し、避難所の環境改善に取り組むこととしております。 

 今後は、避難所の生活環境対策や災害情報伝達体制の強化、市民への防災意識啓発などの対策

強化が一層重要となります。 

 次に、参考資料３、現状データ集をご覧ください。 

 57ページをご覧ください。 

 本市はこれまで、昭和23年６月の福井地震をはじめ、平成16年の福井豪雨、また雪による災害で

は、三八豪雪や五六豪雪、近年では平成30年また令和３年１月の豪雪など幾多の自然災害に見舞

われておりました。いずれも市民の方々の不屈の気概により乗り越えてまいりましたが、今後いかなる

災害が生じた場合でも、被災状況に応じた的確な対応が取れるよう、災害への対応力の強化が求

められております。 

 資料６－１にお戻りください。 

 ８ページをお願いいたします。 

 原案の政策階層についてご説明いたします。 

 次期総合計画の「防災・減災に関する政策」では、市民、企業、他自治体などと連携し、危機事象に

負けないまちをつくることを目標といたします。 

 具体的な内容については、避難者の良好な生活環境の確保を図るとともに、発災時の迅速な情報

伝達体制を整えます。また、市民の防災意識を高めるとともに事業者、団体や他自治体などと連携す
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るなど、災害への対応力強化を図ります。 

 次に、審議する際の参考として設定したキーワードについてご説明いたします。 

 まずは、スフィア基準です。 

 スフィア基準とは、被災者の権利と被災者支援の最低基準を定めた国際基準です。内閣府が令和

６年12月に改定した避難生活における良好な生活環境の確保に向けた取組指針においても、参考

すべき国際基準として掲載されており、基準に基づいた柔軟な運営が求められています。 

 ２つ目のキーワードは、災害情報伝達手段です。 

 現在の防災行政無線の有効性などを再検討し、最適な情報伝達体制を整備するするとともに、高

齢者や障害者に配慮した多様な情報伝達手段を整備する必要があります。 

 ３つ目のキーワードは、要配慮者です。 

 要配慮者とは、災害対策基本法の規定により、高齢者、障害者、乳幼児、そのほかの特に配慮を要

する者と定義されております。関係団体などと連携を強化し、要配慮者に対する支援体制づくりの定

着を図る必要がございます。 

 委員の皆様には、キーワードを参考に協議していただきますが、必ずしも３つのキーワードにこだわる

必要はございません。ざっくばらんに協議していただき、今回出た意見は、原案の作成に活用してい

きたいと考えております。ご意見のほどよろしくお願いいたします。 

○部会長 

 ありがとうございました。 

 それでは、ただいまの説明を踏まえて、委員の皆様からご意見をいただきたいと思います。 

○副部会長 

 福井に限らずですけど、北陸のまちって防災に対してはまだまだ本気じゃない感じはするんですよね

っていうと言い方が変な感じになっちゃうんですけども、これはなぜそう感じるかっていうと、県外、特

に南海のほうであったりとか、あとは四国であったりとか、あとは東海、あの辺のとこに行くとよく感じ

るんですけれども、啓発の本気度が全然違う感じなんですよ。例えばなんですが、これは行政がされ

ているというよりは新聞社の話なんですけれども、愛媛県の松山駅から愛媛県庁側まで、たしか愛媛

新聞か何かのビルがあるんですが、そこのビル、多分５階建てぐらいからでっかい横断幕がかかって

て、そこに何て書いてあるかっていうと、もし津波が起きたらこの建物のここまでの高さの津波が来ま

す。忘れないでって書いてあるんですよ。めっちゃ怖いなと思うんですよね。見ながら通っているんです

けど。 

 福井は盆地ですから、福井市に関してはここまで津波が押し寄せてくるとかっていう災害の種類が

違うとはいうものの、災害が起こらないかどうかっていうと、もちろん起こる確率でいうと、皆さんご存

じのとおりそこは未知数なところなわけなんですよね。なので、そういった先ほどの水使用のお話をし

ているときにあったような、どういう情報伝達をしていくのかっていったところに関しても、これをソフト

事業というよりはさっきと違ってハード的に整えていく必要があるのかなというふうには感じておりま

す。 

○部会長 

 ありがとうございます。これは割とハード、情報もハードということですかね。 

○副部会長 

 何かハードそうなんですよ。ハードみたいになっているんです。 

○部会長 

 分かります。それぐらいがっちりっていうことですよね。ありがとうございます。 

 関連してでも構いません。何かご発言あるようでしたら挙手のほうよろしくお願いいたします。 
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○委員 

 私からは２点申し上げたいと思います。 

 冒頭、民生委員をしているって言いましたけど、地区の社協、会長も務めております。 

 それで、防災計画、まず１点は防災訓練です。 

 先ほど委員がおっしゃられた啓発する情報の本気度が見えないというのも、やっぱり訓練のための

訓練になってますので、もうちょっと防災訓練の在り方を検討されたほうがいいんじゃないかなという

ふうに思います。これでは防災訓練になってないなという認識はあります。どういう方法がいいのかと

いうことについては十分な意見を持っているわけではありません。申し訳ございません。ただし、今の

ままでは本当に訓練のための訓練、地域の人から言われて出てきてるだけということになってますの

で。 

 一つの方法としては、実際に体育館等で寝泊まりして、その体験をするとか、トイレなんかも、それか

ら段ボールベッドも使ってやるとか、非常食を使うとか、ちょっと危険ですけど水を飲まないで我慢す

るとか、それはよくないかも分かりませんけども、ちょっと現実に近いような形に変更、ご検討したほう

がいいのかなというふうに思う。ここでどういう表記をするかは分かりませんけども、それが１点目で

す。 

 ２点目は、要配慮者。これも実際問題、Ａさん、Ｂさん、Ｃさん、要配慮者で、その人に対してどういう

配慮が必要で、誰がどう担ってどうするこうするっていうのをするんですけども、個別避難計画とはま

た別なんでしょうかね。個別避難計画と一緒であれば、仮に個別避難計画であれば今年も作りまし

たけども、これもどっちかというと作成のための作成になって、本当の避難計画がそれで可能かどう

かっていうことについては非常に大きな疑問を持っていますので、この辺を含めて、よその地域ではど

う訓練とか、どう対応しているのかも知りたいなっていう気もしますので、よろしく、検討する必要があ

るのかなと思います。 

○部会長 

 ありがとうございます。防災訓練は、例えば三国であるとかああいうところは割と車椅子で坂道をち

ゃんと上がれるかとか、あと実際テントを組み立てて体育館で疑似体験をするとかっていうところを町

単位ではやってはいるんですけれども、なかなか大々的に市単位でっていうところは難しいとはいえ、

今の点呼をするようなタイプの防災訓練っていうところは嫌々地縁組織の中でやっているっていうよう

な印象もあるので、その在り方を再考するっていうのは非常に意味があるのかなというふうに思いま

す。キーワードでそれを入れて、施策にどうつなげるかっていうところはまた次の議論になってくるかと

思います。ありがとうございます。 

 ほか、いかがでしょうか。 

○委員 

 冒頭に委員から福井の本気度が足らないという意見があり、反省しております。なかなか浸透して

ないというのは正直なところかなと思います。私も実は愛知県に６年半ほどいましたので、そのときに

いろいろ気づいたところでは、やっぱり熱心なところは月に１回とか、学校は月に２回、それこそ２週間

に１遍ぐらい防災訓練をやっていた。その密度からすると福井県はそこまではいってないというのが正

直なところかと思います。 

 福井県は、実はある意味災害の多様な県でありまして、地震もありますし、津波もありますし、大雪も

ありますし、あと福井市は清水町が原子力発電所から30キロ圏内のＥＰＺに入っておりまして、原子

力災害にも対応しないといけないという非常に多様な対応が求められるっていう大変なところでござ

います。かといって広く浅くでは難しくて、きちっと対応していかないといけなくて、防災教育っていう面

でもきちっと対応していくのが求められるかなというふうに考えております。 
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 今、ハード面の話が出ましたけども、ハード面では国土強靱化の予算が安倍政権の時代からたくさ

ん配分されてるかと思いますけども、それもいつまで続くか分かりませんので、それも計画的に今後

対応していかなくちゃいけないかなというところです。 

 先ほど個別避難計画というキーワードが出されましたけど、災害時要援護者っていうのは毎年のよ

うに状態が変わっていくんですね。去年歩けた人が今年は歩けなくなるっていうことも当然あるわけ

で、毎年継続的にやっていくっていうことが防災の対応では求められるのかなというふうに、私は継続

性っていう面で非常に重要だなというふうに考えているところです。それを世代を超えて老老介護な

どは重々承知してはいますが、その中で続けられる仕組みっていうんですか、そういったものを考えて

いく必要があるんじゃないかなというふうに考えているところです。 

○部会長 

 ありがとうございます。重要なキーワードがたくさん出てきて、全部入れたいなと。多様な災害に対応

するというところ、これ非常にキーワードとしていいなというふうに思ったのと、あと防災教育の話もこ

れも加えていただきたいというところと、併せて続けられる仕組み、ここも何か先ほどハードの話もあり

ましたけれども、ソフトのところで非常に重要になってくるかなというふうに思います。ぜひキーワード

のほうに加えておいてください。ありがとうございます。 

 ほか、いかがでしょうか。 

○事務局 

 それでは、欠席の委員より政策３の生活インフラ、そして政策４、防災・減災に関するご意見をいただ

いております。 

 山側や海岸沿いなど代替ルートが少ない、あるいはない地域に対し、道路の拡幅や新設などを引き

続きやっていくべきと考えます。 

 また、各都市で起こっている道路陥没等にならなければと思っています。ただし、こればかりは地上

からは分からないので、行政にしっかりとお任せしたいと考えます。 

 また、最近は避難所を開設しても、自宅や車にとどまる方が増えているように感じます。そうした方々

に支援漏れがないようにするなどの対応が必要ではないでしょうか。 

 最後に、鳥によるふん害は、ある程度効果を発揮しているのではないかと考えますので、引き続きの

取組をよろしくお願いいたしますということでございます。 

 以上です。 

○部会長 

 ありがとうございます。 

 先ほど、車であるとか個別に避難されている方、これスフィア基準のほうにそういったことって含まれ

るんですかね。 

 個別に避難されている、例えば車などに避難されている方々に対する支援の漏れがないようにとい

う委員からのご指摘だったんですけれども、こちらスフィア基準の中にそういったことっていうのは含ま

れているのかどうか。 

○危機管理監危機管理副監 

 スフィア基準に今お示しされているのが避難所における環境整備というところでございまして、１人

当たり3.5平米とか、あとトイレの基準、男性１に対して女性が３っていうような基準、そういったことを

今示されているっていうところでございます。 

○部会長 

 ありがとうございます。じゃあ、そういった個別に避難されている方々っていうところはそういった基準

にも該当しないということですね。ありがとうございます。 
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 ほか、いかがでしょうか。 

 よろしいでしょうか。 

   〔「なし」の声あり〕 

 こちらに関しても網羅的に考えなくちゃいけないところがたくさんあるんですけれども、振り返りをし

たいというふうに思います。 

 「防災・減災に関する政策」ということで、啓発、これ不足しているんではないかということで、情報

伝達の方法を割とソフトで語られがちなところをハードという捉え方でがちっと整備する必要がある

のではないかというところと併せて防災訓練、ここはいま一度見直しをするべきではないかであると

か、あと要配慮者、こちらに対する対応、関連する計画とどういうふうな結びつきがあるかっていうとこ

ろも少し検証する必要があるんではないかですね。 

 あと、先ほど委員のほうから発言ありましたように、災害が非常に多様だというところで、それを網羅

的にっていうところと併せて防災教育、そういったところも踏まえる必要が、今はキーワードに出ていま

せんので加えていただきたいっていうところと、国土強靱化、これ実は政策３とも関連するかもしれな

いんですけれども、ここを計画的に推進する必要があるであろうということと、あとは欠席の委員のほ

うからご指摘いただいた代替ルートの話です。こういったところも踏まえた上で施策のほうに記述が

できればということです。ありがとうございます。 

 全体を通して、政策４に関してはこのような発言をいただきました。加えて何かおっしゃりたい方がい

らっしゃいましたら挙手のほうよろしくお願いいたします。 

 いかがですか。 

   〔「なし」の声あり〕 

 ありがとうございました。 

 ちょっと駆け足ではあるんですけれども、政策４のほうはここで審議のほうは終了いたしたいという

ふうに思います。 

 全体を通して何かあるようでしたら、ちょっと振り返りながら政策１、政策２、政策３、政策４、ご発言し

たい方がいらっしゃいましたら挙手のほうよろしくお願いいたします。 

○委員 

 まちなかのところで、いつも通常入っているまちなか居住っていうのが入ってなかったように思うんで

すけども、その辺はどうかなと。まちなか居住は福井市も都市計画等々の中で進められているとは思

うんですけども、まちなかの活性化、中心市街地の活性化にはまちなか居住は必要かなっていうふう

には認識しているんですけども、その方向でよろしいんでしょうか。 

○部会長 

 ありがとうございます。 

 今現行の第八次の政策のほうは、実は居住に関する明記っていうところはどうもないようなんです

が、間違いないですかね。中心市街地活性化のほうでは、もちろん居住っていうところは重要なキー

ワードになってるかと思いますけれども、ここ加えますか、どうしますかね。 

○委員 

 お任せします。 

 あまり最近は言われてないのかな。 

○部会長 

 よろしいですかね。 

 では、居住のほうはあえてっていうところでいいですかね。ありがとうございます。 

 ほか何かあれば、関連してご発言したい方がいらっしゃいましたら。 
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○委員 

 まちなか居住の関連になります。 

 おかげさまで、まちなか居住でマンションがたくさん建ちまして、住まわれている方は確実に増えてい

ます。ただ、住んでいなくて、それを所有している方々もおられることも現実としてあります。ただ、それ

は行く行く解消していくだろうなというふうには思っているんですけど、１つ問題があるのは、災害があ

ったときの要救助者の登録がそのほとんどのマンション居住者の方々は自治会に加入していないの

で、本当に情報が乏しくて、実際にご自分では避難できない方がどれぐらいおられるかというのがな

かなかはかりにくいなというふうには思います。私は福祉業をしていまして、そういった方々の情報は

いただけるんですけれども、それで全てだとは思えないところもありまして、そういったところの不安を

感じているのが現状としてあります。逆に子供たちの情報も入ってこないっていうのもあって、自治会

に入ってないから子供会に入れない、でも子供はいるというような現状も出てきたりして、かわいそう

な思いをするケースもあると思います。ですから、そういったところの問題点は１つあるんではないかな

というふうに思いました。 

○部会長 

 ありがとうございます。関連してっていうことですね。居住ということは、その地域のコミュニティーみ

たいなところが実は関連して大事になってくるんです。特に防災・減災っていうところは、まちなかはち

ょっと違った課題があるかと思いますので、それは分野が多分違うところに地域コミュニティーってい

うところがあったような気がするんですけれども、そこに連動する形ですかね。でも、防災・減災という

意味では、確かにまちなかの関連するところでクローズアップしているところは文言としてないので、

どうしましょうね、書き方としては。 

○委員 

 困りますね。 

○部会長 

 防災・減災のところでもまちの中心っていうところで少し注目してっていうところがあってもいいのか

なっていうところと、まちなかの政策の中でもぜひその辺は記載をできるのであればするということで

検討いただきたいというふうに思います。ありがとうございます。 

 ほか、よろしいでしょうか。 

   〔「なし」の声あり〕 

 そろそろ２時間になってきますので、審議４つ終わりました。議事のほう、皆さん発言がほかにはない

ようですので、終了したいというふうに思います。 

 円滑に進行するのに協力いただきまして誠にありがとうございました。 

 それでは、進行のほうを事務局のほうにお戻ししたいと思います。 

 

６．閉会 

○司  会 

 三寺部会長、ありがとうございました。また、委員の皆様におかれましては、長時間にわたるご審議

を賜り誠にありがとうございました。 

 最後に、次回の専門部会の開催日時についてご連絡いたします。 

 次回は10月17日金曜日午前10時から、先日の全体会を開催しました上下水道局５階の大ホー

ルで開催したいと思いますので、引き続き皆様のご出席を賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

 それでは、以上をもちまして福井市総合計画審議会専門部会第１部会の第１回目の会議を終了い

たします。 
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 本当にお疲れさまでした。ありがとうございました。 

（以  上） 
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